
議題２
 

大野市脱炭素ビジョン策定について

資料２

①策定進捗状況



大野市脱炭素ビジョンの全体像
大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

R3 ステップ① 最終的な目標（絵姿）を描く
 脱炭素と地域課題の同時解決が図られた、実現したい未来（2050年）の大野市

R4[～9月] ステップ② 脱炭素シナリオの作成
    （CO2の削減目標、再生可能エネルギーの導入目標）
 省エネ対策と再エネ導入（いつまでに、どの再エネを、どれくらい導入するか）

R4[～12月]

 ステップ③
 プロジェクトを検討
 目標を達成するための
 実現方策、推進体制

R５[３月]

 ビジョン策定
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ビジョンの策定状況（R3年度）
大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

R3 ステップ① 最終的な目標（絵姿）を描く
 脱炭素と地域課題の同時解決が図られた、実現したい未来（2050年）の大野市

（１）現状把握
 ①特に対策を実施しない場合（なりゆき）の2050年の
  温室効果ガスの排出量と吸収量を推計
 
 ②第１回策定協議会を開催し、市内関係者・関係機関と
  情報共有すると共に、地域課題を抽出

（２）絵姿の作成
 ①市民ワークショップを開催し、「市民が思い描く
  ２０５０年脱炭素なライフスタイル」について検討
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市内のCO2排出量・吸収量の将来推計
大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

特に対策を実施しない（なりゆき）場合の2050年の温室効果ガスの排出量は人口の減少等の影響により現況から大
幅に減少する一方で、市民一人当たりの排出量は年々増加。

森林による吸収量を控除しても、2050年には約81,000 t-CO2が排出量として残り、このままで
は2050年にカーボンニュートラルが達成できない。。。。。

将 来

2013年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年
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市民ワークショップの開催
大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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最終的な目標（絵姿）
大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

再エネ

エネルギー代金

再生可能エネルギーや省エネ技術などを用いて
脱炭素なライフスタイルの実現を目指す
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大野市脱炭素ビジョンの全体像
大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

R3 ステップ① 最終的な目標（絵姿）を描く
 脱炭素と地域課題の同時解決が図られた、実現したい未来（2050年）の大野市

R4[～9月] ステップ② 脱炭素シナリオの作成
    （CO2の削減目標、再生可能エネルギーの導入目標）
 省エネ対策と再エネ導入（いつまでに、どの再エネを、どれくらい導入するか）

R4[～12月]

 ステップ③
 プロジェクトを検討
 目標を達成するための
 実現方策、推進体制

R５[３月]

 ビジョン策定
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ステップ②　脱炭素シナリオの作成
大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

出典：稲敷市再生可能エネルギー導入計画

先導・超先導
シナリオ

①複数のシナリオ（省エネ対策・再エネ導入目標）を作成
②各シナリオを比較検討
 施策の効果（CO2削減量や経済性（エネルギー収支など））や
 実現可能性など

目指す
シナリオを
決定
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ステップ②　脱炭素シナリオの作成
大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

シナリオ 概要

ＢＡＵ
（なりゆき）

・脱炭素シナリオと比較するためのシナリオ
・省エネ技術の進展や再生可能エネルギーの導入が進まないと仮定

省エネ ・なりゆきシナリオに、省エネ技術の進展のみを考慮
・市民が思い描いた脱炭素ライフスタイルを踏まえ、部門ごとに推計

国目標 ・国の目標に合わせて、2050年カーボンニュートラルを目指す
・省エネシナリオに、森林吸収量と再生可能エネルギーの導入量
 を加えて推計

先導 ・国より先導して、2050年を待たずにカーボンニュートラルを目指す
・森林吸収源対策を追加実施しすることで森林吸収量を増やすと
 ともに、再エネの追加導入で実排出量も可能な限りゼロ
 （ 排出量＝再エネ導入量 ）を目指す

超先導 ・先導シナリオに加えて、2050年までに実排出量を完全にゼロ
・マイナス分を活用したカーボンオフセットの実施を目指す
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ステップ②　脱炭素シナリオの作成
大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

■再エネ導入目標の比較
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大野市脱炭素ビジョンの全体像
大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

R3 ステップ① 最終的な目標（絵姿）を描く
 脱炭素と地域課題の同時解決が図られた、実現したい未来（2050年）の大野市

R4[～9月] ステップ② 脱炭素シナリオの作成
    （CO2の削減目標、再生可能エネルギーの導入目標）
 省エネ対策と再エネ導入（いつまでに、どの再エネを、どれくらい導入するか）

R4[～12月]

 ステップ③
 プロジェクト案を検討
 目標を達成するための
 実現方策、推進体制

R５[３月]

 ビジョン策定
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ステップ③　プロジェクト案の検討
大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

「同時解決する地域課題」・「市民が目指すライフスタイル」を整理したうえで、
取組方針を定め、その方針に従いプロジェクト案を検討

プロジェクト
案A

プロジェクト
案B

プロジェクト
案C

プロジェクト
案D

脱炭素
シナリオ

市民ワーク
ショップ

・策定協議会
・各種計画

24



策定スケジュール
大野市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

Ｒ３ R4.6 7 8 9 10 11 12 R5.1 2 3

現況調査
(排出量・吸収量)

地域課題の
整理
絵姿の検討

脱炭素シナ
リオの検討
取組方針の
検討
プロジェク
ト案の検討
ビジョン取
り纏め

市民
策定協議会

市
 
 

・庁内プロジェクトチーム
・関係者からのヒアリング

市民WS 協議会

再エネ目標省エネ対策

★第2回策定協議会 ★第3回策定協議会

パブコメ

（★第4回）

★部長会議
★本部会議

各課照会
★幹事会 ★幹事会

各課照会

★部長会議 ★本部
 会議
（庁議）

策
定

各課照会
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